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「Visionary 2025/2030」では、中計の目標を前
倒しで達成した背景、今後の戦略を詳細に説明して
いきます。価値創造セクションでは、価値創造モデ
ルから始まり、事業拡大やイノベーションを推進し
価値創造を執行する役員の紹介の他、経営層及び
社外取締役のメッセージや対談を展開し、PPIHグ
ループの価値創造を紐解いていきます。

中央の図は当社のビジネスモデルを表現しており、ESGが基盤
となって支えています。ビジネスモデルは当社のコアバリュー
である「源流」を起点に、「変化対応」「権限委譲」という独自
の 強 み を 活 か し、 国 内 か ら 海 外 へ と ビ ジ ネ ス が 拡 が り

「Visionary 2030」へと向かいます。

価値創造モデル（P.15）

PPIHグループ企業理念集「源流」について（P.3）

PPIHグループは、いかなる環境の下でも「源流」に則った自己変革を実践し、顧客最優先主義を貫き成長し続ける国際的企業集団です。ビジョナ
リー・カンパニーの実現に向け、顧客最優先主義の徹底と持続的な成長と企業価値向上を支えるサステナビリティを強化しています。今回の統合
レポートでは、国際統合報告評議会（IIRC）の開示フレームワークを参照し、「戦略及びビジネスモデルの持続性と将来像」をお伝えするために「価
値創造ストーリー」「サステナビリティ」に力点を置き、企画構成をいたしました。編集にあたっては、重要度の高い内容にフォーカスし、分かり
やすい構成をめざしました。

編集方針
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会社の概況

株式・株主情報

株価騰落率推移

出来高推移

商号 設立年月日

資本金

決算期

従業員数

事業内容

本店所在地

株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス
（英文名： Pan Pacific International Holdings Corporation）

1980年9月5日

235億38百万円

6月末日

2,955名（連結：17,168名）

グループ会社株式保有によるグループ経営企画・管理、
子会社の管理業務受託、不動産管理など

〒150-0043
東京都渋谷区道玄坂2-25-12
TEL. 03-5725-7532　FAX. 03-5725-7322

大株主の状況株式の状況

※当社は2015年7月1日付で1株につき2株の株式分割、2019年9月1日付で1株につき4株の株式分割を実施し、株価については分割後の調整を反映しています。

※2014年6月30日の終値を100としています。

※株主総数は前期末に比較して2,473名増加しています。

（注）出資比率は自己株式（38,073,252株）を控除して計算しています。
*の持株数には、信託業務に係る株式数が含まれています。
当社が実質所有株式数を確認できる株主については、その実質所有株式数を上記大株主の状況に
反映させています。

株主名 持株数（株） 出資比率（%）

DQ WINDMOLEN B.V. 134,028,000 22.45

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）* 67,795,500 11.36

株式会社パン・パシフィック・インターナショナル 
ホールディングス 38,073,252 −

株式会社安隆商事 33,120,000 5.55

株式会社ファミリーマート 33,057,384 5.54

株式会社日本カストディ銀行（信託口）* 32,883,400 5.51

公益財団法人安田奨学財団 14,400,000 2.41

GIC PRIVATE LIMITED - C 13,984,139 2.34

JP MORGAN CHASE BANK 385632 11,530,621 1.93

STATE  STREET  BANK  WEST  CLIENT - 
TREATY 505234 8,927,036 1.50

発行可能株式総数 1,872,000,000株

発行済株式の総数 635,028,540株

自己株式の総数 38,073,252株

株主総数 64,156名

金融機関
18.3%

（54名）

金融商品
取引業者
3.2%

（39名）

自己株式
6.0%

（1名）

その他の法人
12.9%

（461名）

外国法人等
57.3%

（1,037名）

所有者別
株式状況

個人その他
2.3%

（62,564名）

パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス（%）
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Environment

Governance

Social

純資産 5,470 億円
自己資本比率 35.8 ％
信用格付け 「A＋」
 日本格付研究所（JCR）

財務資本

連結従業員数 17,168人
平均臨時雇用者数 43,712人

人的資本

パートナー企業数 4,879 社
PPIC会員企業数・団体数 527 社

社会・関係資本

グループ店舗数 742 店舗
国内 632 店舗
海外 110 店舗

製造資本

多様性の容認と
働きがいのある

職場づくり

事業活動で
生じる環境
負荷の低減

地域社会との
共生による

社会課題の解決

確固たる
ガバナンス

持続可能な
商品調達と

責任ある販売

グループ総売上高

2兆951億円

客数

6億8,216万人

買上点数

52億7,139万点

PB/OEM商品売上(国内)

3,560億円

日本産品の海外売上高

772億円

majica決済高

4,613億円

従業員1人当たりの
年間売上高

DS事業

38.3百万円
GMS事業

27.5百万円

営業利益

1,402億円

ROE

17.9％

海外事業

国内ディスカウント事業

国内GMS事業

個店主義
商圏の特性に合わせ、現場が主導し

機動的で柔軟に仕入れや買場を構築していく

CV＋D+A
（コンビニエンス＋ディスカウント＋アミューズメント）

の店舗コンセプト

情熱価格
ブランド価値

お買い得感や驚きの詰まった商品を
お客さまと一緒に創り上げるPBブランド

majicaアプリ
1,500万会員を超える

電子マネー「majica」のアプリ。
顧客へ利便性を提供するとともに、

顧客との関係を構築するデジタル接点

知的資本

Input Output

源流

地域社会・政府自治体・
国際社会

地域社会への貢献や
環境・社会に配慮した事業運営、

そして幅広いお客さまに
必要とされることにより、

消費の活性化と内需の拡大を促し、
地域・国家の発展に資する

従業員

「源流」を体現し、
多様な能力・考え方を持つ人財が

挑戦・活躍・成長することで、
新たな価値を創造

株主・投資家

事業成長とサステナビリティへの
対応により、

持続的に企業価値を向上させ、
利益を還元

お取引先さま

公正・誠実な取引による
信頼関係の構築と、

人権・環境への対応により
持続可能なサプライチェーンを創造

お客さま

Outcome

商品・価格・店舗サービスのすべてで、
いつでもワクワク・ドキドキする

お買い物体験を提供し、
喜びと満足が最大に

権限委譲 変化対応

Visionary
2030
めざす姿

“顧客最優先主義”に基づき、
変化した顧客や
社会にとって
必要とされる

ビジョナリー・カンパニー

顧客最優先主義という
PPIHの企業原理を

組織の隅々まで貫く企業

変化に対応し、
果敢な挑戦を貫く企業

常に成長し、
大胆な目標を

掲げ続ける企業

コアバリューを
次の高みに持っていく

イノベーションを
目標とする企業

個人の目標ではなく、
PPIHという企業の成長に

野心を持ち、経営、
継続的成長のバトンを
タイムリーに次世代に

渡すことのできる経営陣

PPIHグループの価値創造モデル

PPIHグループの価値創造
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マテリアリティ 2
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　① 人的資本経営 37

　② ダイバーシティの推進 39

マテリアリティ 3

持続可能な商品調達と責任ある販売 41

PPIH流サステナビリティの実践

オールジャパンで日本の農畜水産物の輸出に
挑戦し、日本の一次産業の新しい展開に貢献 43

今回の統合レポートでは、中長期的な成長を継続す
るサステナビリティを重点的に説明しています。サ
ステナビリティ推進の基本とマテリアリティから始
まり、各マテリアリティページではその中期目標と
進捗（Goal & Progress）や具体的な取り組みを記
載しています。
ガバナンスセクションでは、すべての基盤となる
コーポレート・ガバナンス体制や方針を説明します。

インバウンド、PB「情熱価格」、サステナビリティなど、PPIH
グループの取り組みを想起させるシンボリックなイラストで構
成。2022年6月期、2023年6月期と継続してきたイラストの表
紙ですが、2023年6月期は、表紙全面にイラストが波及し、
PPIHの事業がさらに大きく拡がっていく様子を表現しています。
売上高2兆円を突破したこの2024年6月期は、フルカラー化で
さらなる進化をいたしました。

表紙・裏表紙のご説明

可能な限り連結決算対象の国内外PPIHグループ各社を報告対象
としましたが、項目により、報告対象が異なる場合があります。

本レポートには、当社及び関係会社の将来についての計画や戦略、業績
に関する予想及び見通しの記述が含まれています。これらの記述は過去
の事実ではなく当社が現時点で把握可能な情報から判断した仮定及び所
信に基づく見込みです。また、経済動向や個人消費、市場需要、税制や
諸制度に関わるリスクや不確実性を含んでいます。それゆえ実際の業績
は当社の見込みとは異なる可能性のあることをご承知おきください。

2023年7月1日～2024年6月30日
活動内容には一部直近の内容も含みます。

対象範囲 見通しに関する注意事項

対象期間

POINT

株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス
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